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主催者は中学/高校のクラブ。 
ジュニア層が寒い日本で、こ
こだけはポカポカ陽気。 
 
第一回OLC東海主催OL大会 
2004 年 2 月 21 日（土） 
愛知県瀬戸市定光寺 
 

陽だまりのイベント 
ポカポカ陽気に恵まれた2月21日の
愛知県では気温が 20℃にまで達した。 
「ホントに 2月の天気なの？」 
汗を掻きながら、森の小径を走った。 
100km も北上すればスキー場もある
という愛知県北部。この時期は大雪す
ら警戒していたのに。それは日本のオ
リエンテーリング界において、陽だま
りのようなこの大会を象徴する天気だ
った。 
 

 
設置から受付まで、すべて中学高校生の手に
よる運営。 

 

中高生による大会 
この大会は OLC 東海こと、東海中学
校・高校ワンダーフォーゲル部が主催
するイベント。 
現在、大学生によるオリエンテーリ
ング大会開催はよくあるが、高校生以
下による大会はほとんどない。それは
オリエンテーリングを大学クラブに入
ってから始める者が殆どだからだ。 
さらに中学や高校にクラブがあって
も、独自活動が主体で、外部参加者ま
で受け入れるという事は殆ど見られな
い。 
オリエンテーリング愛好家の中には、

教職に就かれている人もいるだろうが、
一般的に中学・高校という活動の場で
は大会開催までは難しいと感じている
人も多いのではないだろうか。 
このあたりを顧問の大野先生に聞く
と意外な答えが返ってきた。 
「いやぁー、ウチの学校はそうでも
ないですよ。どんどん生徒にやらせて
くれます。」 
 

サタデープログラムに乗って 
東海中学校・高校では「サタデープ
ログラム」と呼ばれる校外活動が行わ
れている。この 2月 21 日はこのサタデ
ープログラムの日。オリエンテーリン
グ大会もこの一環として行われた。 
このように学校活動の枠組みをうま
く利用し、自分たちの夢を実現してい
る。 
中学生・高校生が自主的に大会を運
営する。そこには、そしてこうした活
動を支援する仕組みがうまく働いてい
るのである。 
もちろんこれを支えるのは、生徒の
情熱であり、それと学校とのパイプと
なる指導者がいるからである。 
 
 

 
コントロールカードのチェック！ 

 

 
参加者からコースの講評を聞く 

実行委員長兼コースプランナー山倉貴之君 

 

1 年越しの企画 
OLC 東海も実は 1 年前から同じテレ
インで部内杯を行っている。そのとき
からこのイベントを外部公開しようと
いう動きがあった。 
地図は愛知県協会の「宮刈峠」を基
本に使用するものの、現地調査や試走
などを行ってこの日に臨んだ。また、
ゴール後の喉を潤した協賛品のお茶も、
生徒発案により独自にスポンサーを獲
得したものだ。 
教育活動の中で、こうしたステップ
を踏む経験はすばらしい。オリエンテ
ーリングに限らず、実社会で非常に役
立つ経験である。机上の勉強では決し
て得ることができないものだ。 

（木村佳司） 
 

顧問の大野先生から 
トリムを作成し OLC 東海のクラブ名
を本格的に使い出し、また村越さんに
よる勉強会や強化合宿にも参加した今
年度を締めくくるにふさわしい大会に
なったと自負しています。実行委員 10
名それぞれの個性が発揮できていまし
た。それもすべて、今回参加していた
だいた 100 名の皆さん、野口さんはじ
め愛知 OLC の皆さん、合宿や練習会に
参加させて頂いた三河 OLC の皆さん、
そしてクラブ指導を実質支えていただ
いている顧問岡野先生の御指導のおか
げだと思います。 
生徒も今回そのことを改めて実感し
たはずなので、今後はまずインターハ
イで成績を残すことを目標にがんばり、
来年度も大会開催できるよう喚起して
いこうと考えています。今後ともよろ
しくお願いします。 

 
成績結果 
A (64 名) 
1 柳下 大 Forester 0:43:46  
2 源後知行 ぞんび～ず 0:47:24  
3 三宅文彦 Runners-Hi 0:49:08  
B (29 名) 
1 古澤久美 つるまい OLC 0:49:03  
2 辻村 修 コンターズ 0:53:56  
3 若井敏大 ますかっと 0:55:12  
N (6 名) 
1 大野真澄 T&M's 0:45:19  
2 木村友佳 長野県協会 0:46:26  
3 西崎稔  0:51:04  
www.geocities.co.jp/athlete-rodos/2841/ 
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